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令和7年1月14日（火）　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：金井　優樹
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＜連絡事項＞
なし

＜感染症情報＞
東病棟患者総数　　　：51名
インフル新規陽性者　： 0名
インフル現陽性者　　： 2名
新型コロナ新規陽性者： 1名
新型コロナ現陽性者　： 5名
　

【インフルエンザ陽性者】
　〇1/9～1/14
　　岡沼　侑佳様：体温36.7℃　感冒症状なし。

　〇1/10～1/15
　　袴田　裕國様：体温36.2℃　感冒症状なし。
【新型コロナウイルス陽性者】
　〇1/9～1/14
　　風張　久美子様：体温36.2℃　倦怠感あり。　

　〇1/10～1/15
　　小比類巻　昇様：体温38.6℃　湿性咳嗽あり。


　　袴田　将志様：体温36.1℃、感冒症状なし。

　〇1/12～1/17
　　藤井　崇史様：体温37.2℃　湿性咳嗽、鼻汁あり。

　〇1/14～1/19
　　植村　啓祐様：体温38.1℃　頭痛、悪寒訴えあり。

【新入院患者様情報】
　日　　時：令和7年1月14日　13：45
　氏　　名：中岫　友子（なかぐき　ともこ）様
　生年月日：昭和47年8月5日　52歳
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　H20年に夫の転勤に合わせ八戸市へ転居。当時より不妊治療を行って
おり、そのことに関して義母より責められることが多く、徐々に不安感
や抑うつ感が出現。H21年から青森市の精神科へ受診していた時期があ
った。その後は時折実家へ帰省するなどし、仙台市にて精神治療を継続
しながら生活していたが、慢性的に不眠や不安感、抑うつ感が続いてい
る状態だった。本人が体調を崩す中で希死念慮を訴えることがあり、疲
弊した夫から「死んでしまえ」と発言があったことをきっかけに仙台市
の実家へ転居。そこで離婚のために弁護士を雇う事や、自身の過去の言
動を振り返る等したところ不安感や抑うつ感などの症状が増悪。上記症
状からR6年6月4日に東北会病院を初診し、同日同院開放病棟へ入院して
いた。入院後は薬物治療行うも効果が薄く、閉鎖病棟での治療を本人が
拒否したため同年8月1日に退院となっている。しかしその後も症状は継
続し、「100人の男に見張られている」「頭の中で音楽が聞こえる」と
話し自宅周辺を徘徊する事があった。徐々に焦燥感強まる様子もあり、
同月6日の同院受診時に医療保護入院となっている。その後R6年12月23日
退院となり、八戸の夫と同居を再開。八戸での治療継続を目的とし当院
受診となっていた。東北会病院を退院し同居となるが、家の事はやらな
いわけではないが不十分な事が多く、身の回りの事も出来ない事が多く、
夫が洗髪や洗体をしたりなど介護が必要な状況であった。本人も退院後
動けない事を自覚したようで、どこかに行きたいとか死にたいと話し、
目を離した隙に家から出て行き探す事もあり、夫も対応が困難な状態で
あり、入院治療の希望あり。本人入院への同意あり、本日東病棟Aユニッ
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